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職
場
・
地
域
の
活

動
に
自
信
を
持
ち
、

引
き
続
き
、
組
織

拡
大
に
全
力
を
あ

げ
よ
う
！
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東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
か

ら
、
２
年
８
カ
月
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
被
災
三
県
の
復
興
は

い
ま
だ
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

い
ま
な
お
２
９
万
人
以
上
が
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
新
た
に

福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
漏
れ

問
題
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
ず
、

被
災
者
の
生
活
再
建
と
被
災
地

の
復
興
・
再
生
を
引
き
続
き
全

力
で
支
え
る
と
と
も
に
、
原
発

依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜

本
的
転
換
を
め
ざ
し
、
何
よ
り

も
福
島
で
起
き
て
い
る
問
題
へ

の
一
刻
も
早
い
対
策
が
最
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
23
日
、
国
労
「
ウ

ク
シ
マ
」
交
流
学
習
会
が

福
島
県
郡
山
市
内
（
ビ
ッ

ク
ア
イ
）
で
開
催
さ
れ
、

水
戸
地
方
本
部
か
ら
53

名

が
参
加
し
ま
し
た
。
（
全

体
で
２
１
５
名
）

会
議
は
水
戸
地
方
本
部

赤
沼
書
記
長
の
司
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
坂
本
福
島
支

部
長
の
開
会
挨
拶
を
受
け
、

主
催
者
を
代
表
し
国
労
本

部
真
子
書
記
長
の
挨
拶
で

交
流
学
習
会
に
入
り
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
、
福
島

県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
半
沢

副
代
表
及
び
郡
山
地
方
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
賀
議
長

の
二
人
か
ら
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
双
葉
原
発

反
対
同
盟
議
長
の
佐
藤
龍

彦
氏
よ
り
、
「
原
発
事
故

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

原
発
事
故
か
ら
２
年
８
ヶ

月
が
経
過
し
、
「
原
発
は

止
め
る
、
冷
や
す
、
閉
じ

込
め
る
こ
と
が
で
き
ず
収

束
し
た
と
は
言
え
な
い
」

「
被
災
者
の
分
断
・
差
別

の
実
態
」
「
過
去
・
現
在
・

未
来
の
責
任
を
求
め
て
い

く
」
「
償
い
・
謝
罪
が
当

た
り
前
」
で
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。
最
後
に
、
「
福

島
原
発
事
故
の
最
も
重
要

な
教
訓
は
、
今
す
ぐ
原
発

を
止
め
無
く
す
こ
と
で
あ

る
」
と
訴
え
講
演
を
終
え

ま
し
た
。

次
に
、
高
野
桜
氏
（
前

平
和
大
使
）
よ
り
平
和
大

使
を
昨
年
つ
と
め
、
国
内

外
で
交
流
し
て
来
た
事
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
「
平
和
と
は
何
で
し
ょ

う
。
明
日
は
ど
う
生
き
て

行
け
ば
良
い
の
か
。
衣
食

住
が
あ
り
、
笑
っ
て
暮
ら

せ
る
事
で
す
」
「
時
代
を

創
っ
て
い
く
の
は
私
た
ち
。

政
治
に
参
加
し
て
い
き
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
福
島
の

現
状
を
伝
え
て
行
き
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

組
織
内
原
発
立
地
地
方
本

部
よ
り
、
米
子
・
北
陸
・

静
岡
・
盛
岡
の
４
地
方
本

部
か
ら
反
原
発
運
動
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
言
を

頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
国
労
本
部
真
子

書
記
長
よ
り
ま
と
め
が
行

わ
れ
、
今
回
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
、
国
労
組
織

と
し
て
風
化
さ
せ
て
は
い

け
な
い
と
言
う
強
い
決
意

と
、
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流

会
を
継
続
し
全
国
へ
と
広

げ
る
取
り
組
み
の
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。
国
労
本

部
も
運
動
を
支
え
て
行
き

た
い
と
集
約
し
ま
し
た
。

閉
会
挨
拶
は
、
仙
台
地

方
本
部
福
島
県
支
部
の
小

檜
山
委
員
長
か
ら
、
国
労

「
フ
ク
シ
マ
」
交
流
学
習

会
を
支
援
し
参
加
頂
い
た

仲
間
に
対
し
お
礼
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
国

労
本
部
真
子
書
記
長
の
団

結
頑
張
ろ
う
を
三
唱
し
終

了
し
ま
し
た
。

被
爆
地
ナ
ガ
サ
キ
の
声
を
世

界
に
伝
え
る
た
め
に
、
未
来
を

担
う
若
者
を
「
高
校
生
平
和
大

使
」
と
し
て
国
連
に
派
遣
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
平
和
な
世
界
の

実
現
を
訴
え
、
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
昨
年
か
ら
東
北
の
高
校
生

も
平
和
大
使
に
選
ば
れ
、
福
島

県
か
ら
選
出
さ
れ
、
第
１
５
代

平
和
大
使
と
し
て
福
島
県
立
小

高
工
業
高
校
の
高
野
桜
さ
ん
が

積
極
的
に
活
動
を
進
め
て
こ
ら

れ
、
本
年
３
月
で
任
務
が
終
了

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
４

月
よ
り
第
１
６
代
平
和
大
使
と

し
て
、
同
校
の
吉
田
有
沙
さ
ん

と
安
積
高
校
の
仲
野
瑞
保
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
平
和
大
使
活
動
報
告

（
２
０
１
３
年
７
月
福
島
県
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
冊
子
よ
り
）

第１５代平和大使 高野桜さん


